
授業補充②　２点を直径とする円の方程式 ５／２０

Ｂ（ｂ ，ｂ ）ｘ ｙ２点　Ａ（ａ ，ａ ）　　　Ｂ（ｂ ，ｂ ）ｘ ｙ ｘ ｙ

を直径の両端とする円の方程式は

１）　Ａ，Ｂの中点をもとめる－－－円の中心

　Ａ（ａ ，ａ ）　　　ｘ ｙ２）　ＡＢの距離の半分－－－－－円の半径

という手順で円の基本形を求めるのが定石だが次のような便利な公式も

ある。

公公公公式式式式

ＡＢを直径とする円の方程式は

公式　（ｘ－ａ ）（ｘ－ｂ ）＋（ｙ－ａ ）（ｙ－ｂ ）＝０　　　　．．．．①ｘ ｘ ｙ ｙ

を使って一発で求めることもできる。

ただし、続く問題で中心や円の半径が必要になるような場合は前のやり方

で求めたほうが最終的には便利である。

　例えば次の問題などでは　①が重宝される

問　　Ａ（－ ２，１）　Ｂ（ ５， ７）の円の方程式を　一般形

　　　　ｘ ＋ｙ ＋ｌｘ＋ｍｙ＋ｎ＝０　の形で求めよ。２ ２

　　解）　公式①より

　　　　　（ｘ＋ ２）（ｘ－ ５）＋（ｙ－１）（ｙ－ ７）＝０　　展開して整理すると

　　　　　　ｘ ＋ｙ -（ 5－ 2）ｘ-（ 7＋１）ｙ-（ 10－ 7）＝０2 ２

　　このように、係数が計算しにくい数値の場合に威力を発揮する。

ちなみに、この公式自体は次の事から導かれる

○　直径上の円周角は直角である。

l１この条件を右の直線　 　に適用すると　 と の傾き　ｍ 　ｍl１１　l２ l１１ l２ １ ２ ｍ１
の直交条件より　ｍ ・ｍ ＝－１１ ２ Ｐ(x,y)
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この分母を払えば求める方程式である。
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